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●生年月日：

　昭和41年（1966年）7月29日

●家族：

　妻と娘二人

●略歴：

　昭和54年（1979年）3月  岡山大学教育学部附属小学校卒業

　昭和57年（1982年）3月  岡山大学教育学部附属中学校卒業

　昭和60年（1985年）3月  岡山県立岡山大安寺高校卒業

　昭和60年（1985年）4月  東京大学理科一類入学

　　　　　　　　　　　   （1年間休学し、アメリカで語学研修）

　平成 2 年（1990年）3月  東京大学工学部卒業

　平成 2 年（1990年）4月  外資系経営コンサルティング会社入社

　平成 5 年（1993年）6月  同社退職

　平成 7 年（1995年）6月  スタンフォード・ビジネススクール修了

　　　　　　　　　　 　　MBA取得

　　　　　　　　　　 　　その後、約1年間、フランスで料理を学ぶ

　平成 8 年（1996年）5月  株式会社天満屋取締役就任

　平成10年（1998年）5月  株式会社天満屋代表取締役社長就任

　平成24年（2012年）5月  株式会社天満屋代表取締役社長退任

　平成24年（2012年）  11月 岡山県知事就任（11月12日）

　平成28年（2016年）  11月 岡山県知事再任（11月12日）

プロフィール

「生き活き岡山」
い　　　　　　 　 い 　　　　　　お　か　 　や　ま

５つの政策を実行し、 の実現を目指します。 ■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
外
来
の
設
置　

■
P
C
R
等
の
検
査
体
制
の
強
化

■
入
院
病
床
・
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
な
ど
医
療
提
供
体
制
の
拡
充

■
雇
用
を
守
り
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
事
業
者
支
援　

■
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
等
の
回
復

新型コロナウイルス対策と豪雨災害からの復旧・復興に取り組み、

明るく元気な岡山県を取り戻します。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

■
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
伸
び
る
仕
組
み
づ
く
り　

■
道
徳
教
育
を
核
と
し
た
規
範
意
識
の
確
立
と

子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
向
上　

■
不
登
校
等
を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
と
非
行
防
止
対
策
の
推
進

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
と
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
対
策
の
推
進　

■
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

教
育
県
岡
山
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

■
地
元
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
に
よ
る
地
域
産
業
の
振
興　

■
生
産
・
雇
用
の
誘
発
効
果
が
期
待

で
き
る
企
業
の
誘
致　

■
安
定
的
な
雇
用
の
拡
大
・
確
保
と
県
民
所
得
の
向
上　

■
企
業
を
支
え
、

発
展
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
と
還
流
・
定
着
支
援　

■
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
働
き
方
の

推
進　

■
滞
在
型
観
光
の
推
進
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
展
開　

■
儲
か
る
農
林
水
産
業
の
加
速
化

産
業
を
振
興
し
て
、
岡
山
県
を
元
気
に
し
ま
す
。

■
若
い
世
代
の
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援

■
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備　

■
乳
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
・
保
育
の
充
実

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
次
世
代
の
県
民
を
応
援
し
ま
す
。

■
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上　

■
互
い
に
助
け
合
う

地
域
の
防
災
力
の
充
実
強
化　

■
犯
罪
抑
止
対
策
、交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進　

■
多
様
な
主
体
の

活
躍
に
よ
る
持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
等
の
形
成
促
進

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
県
民
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
暮
ら
し
や
す
さ
を
生
か
し
た
移
住
・
定
住
の
促
進　

■
地
域
の
特
性
や
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
支
援　

■
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化　

■
首
都
圏
や
海
外
に

向
け
た
岡
山
の
魅
力
発
信

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
岡
山
県
を
創
り
ま
す
。

国
内
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
直
後
か
ら
、県
民
へ
の
呼
び
掛
け
や
ま
ん
延
防
止
対
策
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
な
く
、第
一
波
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。ま
た
、社
会
経
済
活
動
を
維
持

す
る
た
め
、県
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、5
0
0
億
円
を
超
え
る
補
正
予
算

を
数
次
に
わ
た
っ
て
編
成
し
、大
き
な
影
響
を
受
け
た
事
業
者
等
に
対
す
る
各
種
の
支
援
策
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
感
染
者
数
や
重
症
例
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
、
医
療
提
供
体
制
の
拡
充
と
事
業
者
等
を

支
援
す
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
被
災
さ
れ
た
方
々
の
見
守
り
・
相
談
対
応
へ
の
支
援　

■
被
災
し
た
河
川
や
道
路
な
ど
の
原
形
復
旧

■
再
度
災
害
防
止
・
軽
減
に
向
け
た
堤
防
嵩
上
げ
な
ど
の
河
川
改
良
復
旧　

■
県
内
全
域
で
の
河
道
掘
削
、
樹
木
伐
採
に
よ
る
河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
・
向
上

■
各
市
町
村
の
地
区
防
災
計
画
、
避
難
支
援
個
別
計
画
な
ど
の
作
成
支
援

発
災
直
後
、人
命
救
助
を
最
優
先
で
行
い
な
が
ら
、応
急
対
策
に
取
り
組
ん
だ
後
、復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
、被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
や
地
域
産
業
の
復
興
支
援
、公
共
施
設
の
復
旧
な
ど
に
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。仮
設
住
宅
の
入
居
者
は
ピ
ー
ク
時
の
約
2
割
と
な
り
、被
災
し
た
事
業
者
の
約
９

割
が
営
業
を
再
開
し
、県
管
理
の
河
川
、道
路
な
ど
の
原
形
復
旧
工
事
は
約
8
割
の
箇
所
で
完
了
し
て
い

ま
す
。被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、今
後
と
も
取

組
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、豪
雨
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
生
か
し
、県
内
全
域
で
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
、

よ
り
災
害
に
強
い
岡
山
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

平
成　

 

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
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